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長崎市長

鈴木 史朗
入省時、海上交通局（←貨物流通局）へ配属。
海運・港運行政を担当。油濁損害賠償保障法改正作業
も従事（内閣法制局 宿利正史参事官）。

その後、「海の行政のデパート」と言われる旧運輸省
系部局において、船員行政（海の労働省）、海上保安
行政（海の警察・消防）などを経験。

自己紹介 長崎市出島町に生まれる（1967年7月）

東京大学法学部卒業（1991年3月）

運輸省（現国土交通省）入省（1991年4月）

国土交通省（九州運輸局長）退職（2022年12月）

長崎市長選 初当選（2023年4月）
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１. 海事立市「長崎」の背景
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海事立国「日本」

4

海事立県「長崎」

海事立市「長崎」



長崎の地政学的位置
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上海

東京 ⇔ 長崎 約970ｋｍ

上海 ⇔ 長崎 約850ｋｍ

東京

長崎
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長崎港の歴史

1500年代（1571年開港） 1600年代 1700年代

長
崎
港

出島・唐人屋敷の時代

南蛮船の時代

↑南蛮屏風

↑出島
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1800年代

長
崎
港

長崎港と造船業の歴史

造
船
業

居留地の時代

黎明期

提供「三菱重工業㈱」

←
長崎市街の中心と梅香崎居留地

←
長崎鎔鉄所 ←

立神第一ドック
7提供「三菱重工業㈱」

提供「三菱重工業㈱」



1900年代

長
崎
港

長崎港と造船業の歴史

造
船
業

提供「三菱重工業㈱」

上海航路の時代

戦後の復興と拡大黄金期と発展

1974年
造船・造機従業員数

20,640人

←
日華連絡船
（上海航路）

←
戦艦「武蔵」 ←

32万トン級のＶＬＣＣ
（大型原油タンカー） 8

提供「三菱重工業㈱」



2000年代

長
崎
港

長崎港と造船業の歴史

造
船
業

提供「三菱重工業㈱」

観光都市の時代

変革期
提供「㈱大島造船所」

2023年
造船造機従業員数

5,856人

←
大型外航
クルーズ船入港

→
LNG燃料船

護衛艦もがみ↓

9

提供「三菱重工業㈱」



長崎港概要
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出島岸壁

小ヶ倉

香焼

皇后埠頭

神ノ島

大波止ターミナル

長崎水辺の森公園

柳埠頭

女神大橋

内港地区（人流・賑わい）

明治期～終戦→終戦後から昭和末期→平成期から現在

旧魚市→県庁・県警本部

長崎駅
松が枝埠頭

資料提供：長崎県港湾課

外港地区（生産拠点）

松が枝ターミナル



その他 修繕５社

・三菱造船株式会社

・シンナガ株式会社
・有限会社岡田造船所
・株式会社樋口造船所

・浜田造船所

長崎市

長崎市の主な造船会社

福岡造船株式会社
長崎工場

株式会社ふくおか
渡辺造船所

株式会社井筒造船所

長崎造船株式会社

株式会社大島造船所
香焼工場

三菱重工業株式会社
長崎造船所

海上輸送を担う商船、艦艇・巡視船、鋼製漁船・漁業取締船、環境対応船

に加え、浮体式洋上風力など幅広い分野での取り組みが進められている
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提供「㈱大島造船所」



２. 長崎市が直面する課題
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505,835 

385,105 

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7

長崎市の総人口（人）

※出典：【長崎市】推計人口

40万人を下回る

長崎市の人口減少について
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人口減少

＝自然減（死亡者数ー出生数）

＋社会減（転出者数ー転入者数）
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2025年

日本全体：「つぼ型」 長崎市： ほぼ逆三角形！

※出典：【総務省】統計ダッシュボード

95歳以上

90～94歳

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

男性 女性 男性 女性

人口ピラミッド（年代別構成比）
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※出典：【総務省】統計ダッシュボード

95歳以上

90～94歳

85～89歳

80～84歳

75～79歳

70～74歳

65～69歳

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

日本全体と長崎市（2025年）

グラフを重ねると・・・

日本全体と比べて長崎市は

・高齢者の比率が大きい

・生産年齢や出産可能年齢の
比率が小さい

男性 女性

長崎市

日本全体

凡例

人口ピラミッド（年代別構成比）
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※出典：【総務省】人口推計

【長崎市】年齢別推計人口

24.9%

28.6%

32.9%
33.5% 33.9% 34.4% 34.8%

23.0%

26.6%

28.6% 28.9% 29.0% 29.1% 29.3%

2010 2015 2020 2021 2022 2023 2024

長崎市 日本全体

高齢者（率）【高齢者：65歳以上】

高齢化（日本全体と長崎市）
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※出典：【厚生労働省】人口動態調査

【長崎市】人口動態調査

ピークから

１/3に 

第１次
ベビーブーム

2,337,507 

第2次
ベビーブーム

1,934,239 

ピークから

１/4に 

1,904

長崎市

720,988

日本全体
第１次

ベビーブーム

7,952
第2次

ベビーブーム

8,068

少子化（出生数）【日本全体と長崎市】
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自然動態の推移（長崎市）
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転入 転出

社会動態の推移（長崎市）
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長崎市の人口の推移（転出超過の改善）

12,185 
12,307 

14,538 

13,460 

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

2020

(R2)

2021

(R3)

2022

(R4)

2023

(R5)

2024

(R6)

転入

転出

※出典 長崎市オープンデータカタログサイト 人口動態【各月】

（人）

（年）

▲2,353

▲1,153

年間転出超過数は、約1,200人の改善
（R2年→R6年）
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３. 課題解決の鍵となる「海」
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人口減少対策としての海の利活用
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重点プロジェクトアクションプラン

人口減少の進行

社会的・経済的な問題が深刻化...

人口減少対策として、３つの戦略的な取組を展開
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重点プロジェクトアクションプラン

25３つのキーワード 【サステナブル】・【グローバル】・【デジタル】



①「交流の場」としての海
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○日本国内におけるクルーズ船入港数 出典：国土交通省 訪日クルーズ旅客数及びクルーズ船の寄港回数（2024年速報値）

○長崎港のクルーズ客船受入実績

267

160

全国
３位

27

長崎港におけるクルーズ客船の受入



○軍艦島上陸ツアー

○マリンレジャー

令和5年度 令和6年度

軍艦島
上陸者数

178,374人 204,380人

28

海に関わる交流コンテンツ
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②「資源」としての海
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②-１ 水産資源



ながさきＢＬＵＥエコノミー

31

長崎大学を代表機関とする産学官連携で
「養殖ＤＸの推進により、若者が集まり
活気づく海と生きる地域社会の実現」を
目指すプロジェクト

（出典）「ながさきＢＬＵＥエコノミー」ホームページ



ながさきＢＬＵＥエコノミー

32（出典）「ながさきＢＬＵＥエコノミー」資料



ながさきＢＬＵＥエコノミー

33（出典）「ながさきＢＬＵＥエコノミー」資料

長
崎
か
ら

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
鰤
」
を
世
界
へ

①「作業を変える」
生産者の作業負担を軽減する養殖技術開発
・沖合養殖システム
・海中ロボット（ＡＵＶ）
・養殖クラウドマネジメントサービス

②「育て方を変える」
海の生物と環境への負担を軽減する養殖技術
開発
・効果的な給餌技術
・疾病予防技術
・種苗センター設置

③「働き方を変える」
若者が魅力を感じる水産プラットフォーム
の開発
・ビジネスモデル策定
・産地マルシェ設置
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さしみシティ

「観光客」
「交流人口拡大」を「経済再生」へ

「市 民」
「長崎の魚」を「シビックプライド」へ

「地 域」
「さしみシティ」で

「地域の一体感の醸成」へ

テレビプロモーションイベントプロモーション

地場スーパーとの連携SNSプロモーション 大学との連携

企業との連携
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②-２ 再生可能エネルギー



洋上風力分野

図 五島市沖浮体式洋上風力発電所完成イメージ 図 洋上風力産業ビジョン（第１次）概要

① 造船業で培ってきた技術技能が転用できる分野

② サプライチェーンの形成による経済の活性化

③ 今後成長が見込まれる有望分野 etc...

◎洋上風力の魅力

36



37

• 洋上風力技能者を年間1,000人規模で育成する、

国内最大のセンター

• 洋上風力発電の普及

• 2050年カーボンニュートラル社会の実現に貢献

• 長崎市の交流人口・関係人口の創出

「日本財団洋上風力人材育成センター」が伊王島に開所（R6.11）

海洋人材の育成（洋上風力発電訓練施設）
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③「産業」としての海
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③-１ 基幹産業：造船業の振興



長崎市の造船業

船
殻

足
場
組
立

塗
装

艤
装

船
渠
工
事

非
破
壊
検
査

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ク
レ
ー
ン

切
断

加
工

組
立

溶
接

電
装

配
管

機
装

内
装

造船所

パートナー企業

設
計

◎造船関連産業

40

提供「㈱大島造船所」



0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

S46 S51 S56 S61 H３ H８ H13 H18 H23 H28 R３

従業員数の推移

製造業（汎用機械・輸送用機械）従業員数の長期動向

提供「㈱大島造船所」

41

（人）

S49：20,640

R5：5,856

図：工業統計、経済センサス、経済構造実態調査

ピークから

約１/3に 

S48 第１次オイルショック

S53 第２次オイルショック

S55 第１次造船設備削減

S60 プラザ合意

S63 第２次造船設備削減

H９ アジア通貨危機

H20 リーマンショック



0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

出荷額

従業員
3,521億円

5,856人

（人）（億円）
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大島造船所香焼工場(R5)

・三菱重工業から取得

・広さ約95万7000㎡

・「ばら積み貨物船」

を建造

三菱重工航空エンジン長崎工場(R2)

・三菱重工業長崎造船所
敷地内に立地

・「航空機エンジン用 

燃焼器」を製造

長崎カーボンニュートラルパーク
(R5)

・三菱重工業がエネルギー脱炭素に関
する技術開発を推進する拠点として
整備

・水素、バイオマス、アンモニアの利用

促進を目指す図：経済構造実態調査

3,240億円

7,965人

■出 荷 額 ：3,240億円（H25）⇒ 3,521億円（R5） 

■従業員数：7,965人（H25）     ⇒ 5,856人（R5）

※ピーク時（S49年) 従業員数：20,640人 （うち輸送用 19,627人）

基幹産業の現況と経済再生の動き

製造業（汎用機械器具・輸送用機械器具）の出荷額・従業員数
※長崎市内の４人以上の事業所が対象

42

提供「㈱大島造船所」



◎造船関連企業が抱える
課題（事業者ヒアリング）

長崎市の造船業振興に向けて

労働者の確保 設備投資

労
働
環
境

の
改
善

住
環
境

の
整
備

人
材
育
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の
環
境
整
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日
本
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労
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の
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受
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省
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生
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能
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の
向
上
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造船業再生に向けた政府の動向

○日米協力を含めた海事サプライチェーンの大幅な強靭化

○ゼロエミッション船等の導入促進

○日本籍船の保有コスト低減を含めた日本船主等の競争力強化

○商用自動運航船の実現

○内航海運・旅客船による安定輸送

○造船人材の確保など海事人材の育成・確保

「経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）2025」に造船業の再生が明記（R7.6.13）

「日米両国の造船能力拡大に向けた協力に関する覚書」の締結（R7.10.28）

○日米両国の建造能力拡大

○米国海事産業基盤への投資の促進

○市場経済のための船舶需要明確化（特に経済安全保障上重要な公船・商船）

○日米両国の造船人材育成のための教育・研修の強化

○技術革新（先進的な建造技術、先進的な船舶の設計及び機能開発）

44

「日本成長戦略本部」を設置（R7.11.4）

〇造船、港湾ロジスティクス、海洋など17分野を重点投資対象と決定。来夏までに成長戦略をまとめる方針。
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③-２ 成長分野への挑戦



長崎港の環境、海洋・ものづくり分野におけるポテンシャル

ポテンシャル

造船・プラント・航空機関連産業分野に
おいて、大手造船所はじめ、パートナー
企業、物流、研究所、設計等の関連企業
が集積

経済と環境の好循環による経済成長

カーボンニュートラル
ポテンシャルを活かして経済成長につな
がる成長のエンジン

福田

小江

神ノ島

立神

皇后

香焼

深堀

小ヶ倉柳

松が枝

常盤・出島

元船
尾上

造船・工業エリア

工業エリア

造船・工業エリア外貿貨物エリア

国際観光船エリア

物流エリア

ヨットハーバーエリア

賑わいエリア
人流エリア

資料提供 長崎県港湾課

丸尾
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産学官連携によるカーボンニュートラルの取組

47



成長分野の強化

市内事業者の更なる成長が見込まれる分野への
事業参入や事業拡大の取組みを支援（設備投資、研究開発等）

令和６年度の主な取組みと取組実績・成果

溶接ロボットの導入

景観シミュレーターAR版のアプリ作成

補助金活用事例

採択された企業の取組みは、洋上風力、船舶及び航空機な
どの先進的テーマが多く将来的な地域産業の競争力強化に
つながる芽が生まれている 48

成長分野重点化補助金による支援
・リーディング企業成長支援補助金
・ものづくり成長分野集積促進補助金

雇用増計画130人、売上高増加67億円の成果
が見込まれている



企業誘致の推進

誘致企業数15社※ 

＋長崎スタジアムシティ

1,729人

雇用創出者数

※立地協定に基づくもの
（参考：R3-R4 10社 451人）

※R7.10.01時点

企業名 雇用計画数

㈱皆藤製作所 35人

㈱神鋼環境ソリューション 16人

新晃工業㈱ 17人

トランスコスモス㈱ ※IT部門の新設 400人

リコーITソリューションズ㈱ 55人

ONE DEJIMA㈱ 19人

SBエンジニアリング㈱ 18人

日揮㈱ 8人

㈱タスク 12人

㈱ハイ・アベイラビリティ・システムズ 18人

㈱九州DTS 42人

アイサンテクノロジー㈱ 12人

㈱ウイズ・ワン 37人

㈱Wave technology 15人

郵船出光グリーンソリューションズ㈱ 25人

R5以降

R5以降の誘致企業（環境、海洋ものづくり関連企業 太字）

成長企業の誘致
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③-３ 産学官連携の推進



長崎市×民間企業の連携【株式会社商船三井との連携に関する協定締結式】

51



長崎市×民間企業の連携【株式会社大島造船所との連携に関する協定締結式】

52



協業に向けた取組支援（ながさき企業交流会）

環境、海洋・ものづくり分野 デジタル分野

53

地場企業や誘致企業、大学等の交流を図り、
成長分野におけるコミュニティの活性化や協業を推進する



共創による新規事業創出の支援（ナガチャレプラス）

54

令和６年度の主な成果

参加者（延べ） 約450人

６つの共創プロジェクト誕生

地場企業や県外企業などの多様な主体のコミュニティをつくり、セミナーやワーク

ショップなどを通じて新規事業に必要なスキル・ノウハウを学びながら、参加メン

バー同士の共創による新規事業の種を創出



スタートアップ支援（NAGASAKI STARTUP COMPASS）

55

令和５～６年度の主な成果

参加者（延べ） 約300人

35人が具体的事業プランを策定

「NAGASAKI STARTUP COMPASS」と銘打ち、セミナーや起業家
育成プログラムを通じて、長崎発スタートアップを創出



４. まとめ

56



海事立市「長崎」の挑戦のために

海のポテンシャルを活かして、人口減少問題を克服！！
57

「交流の場」

魅力を磨き上げて高付加価値化

「資源」

魅力向上、カーボンニュートラル、
産業活性化

「産業」

造船業再生、新たな企業集積、

産学官連携による人材育成



58

ご清聴ありがとうございました

長崎市長 鈴木 史朗
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